
（現行システムとの比較を踏まえて） 

新システムの概要 
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現行 

都道府県検索トップページ 

テキスト、情報量が多く、一目見ただけでは操作方法がわかりにくい 
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画面の情報量を最小限に抑え、全体をとおして「シンプル」な画面とする。 
インターネット初心者でも迷わないで検索方法が分かるよう工夫。 
※検索方法は「地図検索」「サービス検索」「その他（詳細検索）」の３種類から選択 

また、イラスト等を活用し親しみやすいホームページに工夫。 

見直し後 
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介護予防を含め５０サービスの名称が列挙されている。 
テキストのみであり、読み込みにくい。 
検索をするには、ある程度サービスの内容を熟知している必要がある。 

検索画面①「サービスから探す」 

現行 
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サービスに詳しくない方であっても検索できるよう、 
「訪問」「通い」「宿泊」「生活」などの「利用目的別」に整理し、
見やすいよう色も分類する。 
また、サービス名の横に、解説機能を配置しすぐに調べられる。 

見直し後 

※事業所の負担を軽減するため、「予防サービス」は本体サービスと一体的に報告することができるようにした。 
   これまでは、「介護サービス」「予防サービス」それぞれ別に報告していた。（５０→３０サービスに整理） 

すぐに解説が
見られる 
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検索画面②「地図から探す」 

モデル事業（お助けネット）で導入された「地図から検索できる機能」は、
評判が高かったため、新システムでも継続。 

見直し後 
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検索画面③「その他の探し方（詳細検索）」 

ある程度、介護保険制度やサービスに詳しい方が 
キーワードやその他の情報を組合せ、詳細に検索することが可能。 
なお、それぞれのサービスの特色を踏まえた検索項目を設定した。 

見直し後 
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検索結果は事業所番号順に表示される。（常に若い番号が上位） 
条件が詳細で無い場合、一画面に１００件以上が列挙され、非常に
縦に長い画面となり、探しにくい。 

検索結果一覧 

現行 

縦に長い画面 
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検索された事業所が地図上に表示される（新機能）。 
現行システムのように画面が長くならないよう、１画面の表示は最大５件まで 

見直し後① 

イメージ 

3 

2 

1 

チェックを付けた
事業所について
情報の比較や「し
おり」（お気に入
り）をつけることも
できる。 

検索された事
業所が地図
上に表示 
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調査が「都道府県知事が必要と認めたとき」と任意となったため、 
利用者はどの事業所に訪問調査を実施したかが全くわからない。 
このため、備考欄に訪問調査等を実施した事業所にアイコン表示を行う。 
また、「自ら希望して調査を受けた事業所」やサービスの質を向上させる
ための「第三者評価」を受審した事業所等を、検索結果の上位に表示する。 

見直し後② 

利用者に、 
訪問調査を実
施した事業所が
分かるよう
チェックが入る 

「事業所情報」 
「事業所ＨＰ」 
「事業所地図」 
を選択して閲覧 
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